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２
０
０
９
年
10
月
16
日（
金
）夕
刻
、
東
京
・
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
、Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
、Ｉ
Ｍ
Ｆ
ら
Ｇ
Ｕ
Ｆ

の
提
唱
す
る
「
不
安
定
労
働
に
対
抗
す
る
世
界
行
動

デ
ー
」
の
一
環
と
し
て
、
連
合
と
Ｇ
Ｕ
Ｆ
（
国
際
産

業
別
組
織
）
日
本
協
議
会
の
共
催
で
「
人
間
ら
し
い

仕
事
と
生
活
を
実
現
す
る
２
０
０
９
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

ワ
ー
ク
集
会
」
を
開
催
し
た
。「
す
べ
て
の
人
に
人

間
ら
し
い
労
働
を
実
現
し
よ
う
！
」
を
メ
イ
ン
・
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
、
同
集
会
に
は
、
Ｇ
Ｕ
Ｆ
日
本

協
議
会
の
一
員
と
し
て
、Ｉ
Ｍ
Ｆ‒

Ｊ
Ｃ
事
務
局
も
、

そ
ろ
い
の
グ
リ
ー
ン
の
ウ
ィ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
と
帽

子
を
か
ぶ
っ
て
、Ｉ
Ｍ
Ｆ‒

Ｊ
Ｃ
加
盟
５
産
別
の
メ

ン
バ
ー
と
共
に
参
加
し
た
。

　

Ｇ
Ｕ
Ｆ
日
本
協
議
会
の
代
表
紹
介
で
は
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ‒

Ｊ
Ｃ
の
西
原
浩
一
郎
議
長（
自
動
車
総
連
会
長
）

が
紹
介
さ
れ
、
壇
上
か
ら
参
加
者
に
応
え
た
。

　

冒
頭
、
10
月
９
日
の
連
合
大
会
で
新
会
長
に

就
任
し
た
古
賀
伸
明
連
合
会
長
（
元
Ｉ
Ｍ
Ｆ‒

Ｊ
Ｃ
議
長
）
が
挨
拶
に
立
ち
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

ワ
ー
ク
実
現
の
決
意
を
表
明
し
た
。
集
会
で

は
、「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク（
働
き
が
い
の
あ

る
人
間
ら
し
い
労
働
）を
求
め
る
世
界
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
、Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
経
済
労

働
市
場
分
析
局
の
ダ
ン
カ
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
局
長
か

ら
報
告
を
受
け
た
後
、
日
本
の
取
り
組
み
事
例
２
件

の
報
告
を
受
け
た
。
一
つ
目
は
、
私
鉄
総
連
の
私
鉄

中
国
地
方
労
働
組
合
広
島
電
鉄
支
部
の
佐
古
委
員
長

か
ら
、
非
正
規
労
働
者
を
無
く
す
取
り
組
み
に
つ
い
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て
、二
つ
目
は
、連
合
東
京
の
東
急
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

ユ
ニ
オ
ン
の
星
野
副
委
員
長
か
ら
、
非
正
規
労
働
者

を
中
心
と
し
た
組
合
の
結
成
報
告
を
受
け
た
。
南
雲

連
合
事
務
局
長
か
ら
、
連
合
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
実
現
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、「
今

こ
そ
、
新
し
い
政
権
の
も
と
で
、
正
規
雇
用
の
拡
大
、

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善
、
積
極
的
な
就
労
支
援

『
働
く
貧
困
層
』
の
解
消
、
均
等
待
遇
の
実
現
、
雇

用
・
就
労
形
態
に
よ
る
格
差
是
正
、
社
会
的
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備
・
拡
充
な
ど
に
取
り
組
み
、

す
べ
て
の
働
く
者
に
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク（
働
き

が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
）
が
保
障
さ
れ
る
社

会
を
実
現
し
よ
う
」
と
の
内
容
の
ア
ピ
ー
ル
が
採
択

さ
れ
た
。
集
会
最
後
に
は
、
貧
困
を
な
く
す
た
め
に

「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｕ
Ｐ（
立
ち
上
が
る
）」
世
界
同
時
イ

ベ
ン
ト
を
、「
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
」
の
声
を
出
し
な
が

ら
一
斉
に
立
ち
上
が
り
、
全
員
で
「
温
暖
化
は
ま
ず

貧
困
者
の
命
を
狙
う
」
な
ど
書
か
れ
た
赤
い
シ
ー
ト

を
高
く
掲
げ
た
。

　

集
会
終
了
後
、
参
加
者
は
、
会
場
の
日
比
谷
公

園
か
ら
、
銀
座
ス
ト
リ
ー
ト
、
東
京
駅
周
辺
を
プ
ラ

カ
ー
ド
な
ど
を
持
っ
て
、
ア
ピ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
を

行
っ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ‒

Ｊ
Ｃ
も
、
西
原
議
長
、
中
村
・
河

野
（
か
わ
の
）・
内
藤
、
前
田
各
副
議
長
を
先
頭
に
、

「
S
t
o
p
 
t
h
e 

不
安
定
労
働
」
の
横
断
幕
を

掲
げ
、
Ｊ
Ｃ
事
務
局
、
５
産
別
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

と
共
に
、「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
し
よ
う
」

な
ど
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し
な
が
ら
行
進
し
た
。
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2009
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